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結城恵 1998『幼稚園で子どもはどう育つか：集団教
育のエスノグラフィ』 有信堂
要旨
保育者は、子どもを園生活になじませるためにどの
ような働きかけをしているのだろうか。本研究では、
このことについて、年少児を対象とし、ほぼ毎日行わ
れる「朝の会」を取り上げ、保育者の発話から子ども
がそこで行われることを理解し、ルーティン化してい
く過程を検討した。「朝の会」は、内容・進行順ともほ
ぼ固定されていた。最初のうちは開始まで時間がかかっ
た。保育者は、最初のうちは保育室に戻ってこない子
どもに呼びに行ってほぼ全員そろってから「朝の会」
を始めていたが、その後、保育者は、保育室で子ども
が戻ってくるのを待って、「朝の会」を始めるようにな
り、さらに、子ども全員がそろわなくても「朝の会」
を始め、保育者は保育室で待つ形式で行われるように
なった。
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